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１. 組合の組織

（１）組合の概要
・所在地：東京都港区虎ノ門
・組合企業数：32

・沿革：
平成28年3月17日 環境大臣認可取得（技術研究組合法第13条に基づく認可）
平成28年5月12日 設立

㈱アトックス ㈱安藤・間 いであ㈱

宇部マテリアルズ㈱ ㈱オオスミ ㈱大林組

㈱奥村組 鹿島建設㈱ ㈱環境管理センター

㈱北川鉄工所 ㈱熊谷組 ㈱クレーベスト

㈱鴻池組 五洋建設㈱ (公財)産業廃棄物処理事業振興財団

清水建設㈱ 大成建設㈱ ㈱竹中土木

東亜建設工業㈱ 東急建設㈱ 東京パワーテクノロジー㈱

西松建設㈱ 日本エヌ・ユー・エス㈱ 日本国土開発㈱

日立建機日本㈱ 富士電機㈱ ポニー工業㈱

前田建設工業㈱ ㈱三菱総合研究所 ミリオンテクノロジーズ・キャンベラ㈱

村本建設㈱ ライト工業㈱



2Technology Research Association for Volume Reduction and Recycling of Waste and Removed Soil

１. 組合の組織

必要に応じ設置

総 会

理事会

監 事

事務局 技術委員会

技術委員会幹事会

再生利用

技術分科会

減容化

技術分科会

企画調査

分科会

企画

委員会

広報

委員会

プロジェクト

チーム

（２）組織図

（３）理事
〇代表理事 理事長 佐藤 和郎 大成建設(株)
・専務理事 伊藤 敬慶 (公財)産業廃棄物処理事業振興財団
・理事 納多 勝 (株)大林組
・理事 松原 武志 鹿島建設(株)
・理事 高田 博充 清水建設(株)
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２. 分科会活動の概要：減容・再⽣利⽤技術開発戦略 工程表

（環境省HP：中間貯蔵除去⼟壌等の減容・再⽣利⽤技術開発戦略検討会より抜粋・加筆）

2024年9月2015～2018年度 2019～2024年度

戦略の
進行管理

減容・再⽣
利⽤技術
の開発

再⽣利⽤の
推進

最終処分の
方向性の
検討

全国民的な
理解の
醸成等

分級処理技術開発の先行 分級以外のシステム技術開発

⼟木資材へのモデル的活⽤に関する実証試験
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２. 分科会活動の概要

年度 企画調査分科会 減容化技術分科会 再生利用技術分科会

2016

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2023

2024

分級処理以外の
減容化・再⽣利⽤技術の調査検討

①既往技術の調査
②関連施設の視察

③放射性廃棄物最終処分の調査
④灰洗浄処理技術の調査

除去⼟壌への分級処理技術の
適⽤性検討

分級処理実証(大熊町)への
支援及びブラッシュアップ

除去⼟壌を盛⼟等に
利⽤するための検討

盛⼟実証(南相馬)の
試験結果を受けたブラッシュアップ

除去⼟壌を農地盛⼟に
利⽤するための検討

盛⼟実証(飯舘村長泥)への支援

洗浄処理後の除去⼟壌の
コンクリート細骨材への適⽤性検討

①コンクリート製品のニーズ調査他
②設備及び管理項目に関する調査・検討

③プレキャスト製品の仕様・品質管理
④細骨材作成における品質等の検討

溶融飛灰への
灰洗浄技術の適⽤性検討

【2020～2021年度】
①灰洗浄・脱水（固液分離）
②セシウム吸着剤、排水処理
③吸着剤の処理・保管

【2022年度】
①洗浄飛灰の利活用
②廃吸着剤の輸送技術

中間貯蔵事業の全体の整理及び
⾒込みある事業の検討

①減容技術及びその組合せ、絞り込み
②最終処分

③再生利用技術
④中間貯蔵エリアにおける減容・

再生利用関連施設

(仮)再⽣利⽤等の実現に向けた検討

①課題の整理
②再生利用技術(改質材等の影響)

③最終処分

減容化技術分科会は休止

再生利用技術分科会は休止
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３.実証事業の概要 ～除去土壌再生利用実証事業(南相馬市)～

実証事業1：南相馬市東部仮置場における再⽣利⽤実証事業

・南相馬市において、再⽣資材化の方法や再⽣資材を⽤いて施
工した盛⼟の安全性等を確認するため、東部仮置場内に保管さ
れている市内小高区東部の除染で発⽣した⼟壌を⽤いて、再⽣
資材化実証試験及び試験盛⼟を施工した。
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３.実証事業の概要 ～除去土壌再生利用実証事業(南相馬市)～

●発注者：環境省 福島地方環境事務所
●場 所：南相馬市 東部仮置場内
●期 間：平成28年12月～令和4年3月(点検・監視等業務、撤去含む)
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平成29年5月31日撮影

再生資材化実証プラント

試験盛土ヤード

水処理プラント

３.実証事業の概要 ～除去土壌再生利用実証事業(南相馬市)～
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再生資材化実証工程 試験のため１日あたり３０～４０袋の処理

大型土のう袋（約1000袋）を
開封し、大きな異物を除去しま
す
（100mmオーバーの除去）

ふるいでより小さな異物を除去し
ます

（20ｍｍオーバーの除去）

放射線量を測定し、土壌を分別
します

（3,000 Bq/㎏以下）

盛土に利用する土壌の品質を調
整します

（含水、粒度など調整）

３.実証事業の概要 ～除去土壌再生利用実証事業(南相馬市)～
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試験盛土工程

遮水シート

３.実証事業の概要 ～除去土壌再生利用実証事業(南相馬市)～
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再生資材輸送方法の実証

３.実証事業の概要 ～除去土壌再生利用実証事業(南相馬市)～

一般道走行 荷下ろし状況積込状況

遮断型ダンプトラック試験状況

高圧洗浄機による散水
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再生資材輸送方法の実証

３.実証事業の概要 ～除去土壌再生利用実証事業(南相馬市)～

荷下ろし状況積込状況

BOXシート装着ダンプトラック試験状況

全体フレーム枠設置 シート装着簡易型フレーム枠設置
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３.実証事業の概要 ～除去土壌の分級処理システム実証試験～

実証事業2：除去⼟壌の分級処理システム実証事業

・分級処理の各工程において安全性（特に放射線に関する安全
性）を確保しつつ、安定的かつ低コストで大量の除去⼟壌の減
容処理を行うことのできる分級処理システム技術を確立する技術
実証試験を行うとともに、実事業への移行に関する技術的検討
を実施した。
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●発注者：中間貯蔵・環境安全事業株式会社（JESCO）
●場 所：大熊町 中間貯蔵施設内
●期 間：平成30年4月～令和元年10月

東大和久交差点

３.実証事業の概要 ～除去土壌の分級処理システム実証試験～
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仮設テント

仮設テント前室
管理棟

スクリーニング棟

実証試験⽤地

分級処理設備 実験棟

分級処理設備・仮設テント等の配置

３.実証事業の概要 ～除去土壌の分級処理システム実証試験～
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●分級処理の流れ ～除去土壌の分級処理システム実証試験～
○通常分級処理設備

礫（2mm以上）、砂（2mm～75μm）、シルト・粘土（75μm未満：細粒分）に分級。

○高度分級処理設備

砂表面に付着した細粒分や砂と区分できなかった粘土塊（細粒分）を除去。

・高度分級処理A

機械式研磨方式のアトリッションスクラバー

・高度分級処理B

流体式研磨方式の二相流式砂洗浄工法

原土 通常分級処理

礫
（2mm以上）

砂（2mm –

75μm）

高度分級処理A

砂
（2mm – 75μm）

シルト・粘土
（75μｍ未満）

シルト・粘土
（75μｍ未満）

高度分級処理B

通常分級処理設備 高度分級処理設備

砂
（2mm – 75μm）

シルト・粘土
（75μm未満）

原土

受入
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●分級処理の流れ ～除去土壌の分級処理システム実証試験～
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●通常分級

泥水(砂、細粒分）供給口スパイラル

プール

排水口

バケット

脱水

スクリーンオーバー

フロー堰

土壌に水を加えてスラリー化した後、粒度の大きい粒子は沈み、小さい粒子は沈みにくい性質

を利用した沈降分離式分級機（分級点=75μm）でプールの底にたまった砂とオーバーフ

ローした細粒分（シルト・粘土）を分離・回収する。
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●高度分級A：機械式研磨

通常分級後の砂を、機械式研磨を行うアトリッションスクラバに投入し、砂粒同士を擦り合わせ

ることで砂表面に付着した細粒分（シルト・粘土）を取り除く。

続くフローテーションで、細粒分は気泡に付着し、気泡とともに上部に上昇し、フロスを形成し、ス

クレーパーによって水処理施設に移送する。

①移動・
②衝突

③擦合わせ・
④剥離

砂粒

細粒分

回転羽A

回転羽B

アトリッションスクラバ フローテーション
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●高度分級B：流体式研磨

通常分級後の砂に加水した後、水中ポンプで吸い上げ、さらに配管内に圧縮空気を吹き込
み、砂を含むスラリーを高速で壁面(鉄板）に衝突させる。
表面摩砕（水中ポンプによる撹拌、配管内での砂粒同士の衝突）及び高速で壁面に衝突
することにより砂と細粒分（シルト・粘土）を分離する。

圧縮
空気

水中ポンプ
ノズル筒先

分級砂+水
ポンプ圧送

圧縮空気

圧力により気泡収縮 大気開放され気泡膨張

鉄板衝突時の
衝撃力により砂
表面に付着した
細粒分が剥離

気泡膨張により加速した
水流により粒子の移動
速度上昇 細粒分と砂が分離され落下

移動速度

鉄板

移動速度

砂

細粒分
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３.実証事業の概要 ～除去土壌の分級処理システム実証試験～
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３.実証事業の概要 ～除去土壌の分級処理システム実証試験～
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〇除染率結果

分級砂・礫の放射能濃度
原土の放射能濃度

除染率（%）＝ ×1001-

３.実証事業の概要 ～除去土壌の分級処理システム実証試験～

試験

原⼟ 分級後：除染率

放射能濃度
(Bq/kg)

細粒分率
通常分級 高度分級（砂）

礫 砂 高度分級A砂 高度分級B砂

No.1 29,629 47.1% 59.9% 53.6% 62.9% 58.1%

No.2 19,499 41.5% 75.6% 61.4% 65.1% 66.3%

No.3 16,677 43.3% 69.9% 55.8% 65.4% 64.9%

No.4 13,449 46.5% 80.2% 55.6% 66.3% 66.2%

No.5 20,189 51.0% 85.3% 65.7% 74.5% 73.3%

No.6 16,137 45.6% 87.1% 62.4% 70.7% 59.8%

No.7 14,452 52.3% 82.5% 61.0% 70.0% 68.3%

No.8 17,931 47.6% 79.6% 67.4% 78.3% 71.4%



23Technology Research Association for Volume Reduction and Recycling of Waste and Removed Soil

〇除染率結果まとめ
(1) 通常分級の除染率（礫、砂）

53.6～87.1％

平均：68.9％ （標準偏差：11.2％、N=16）

(2) 高度分級Aの除染率（礫、高度分級A砂）

62.9～87.1％

平均：73.３％ （標準偏差：8.3％、N=16）

(3) 高度分級Bの除染率（礫、高度分級B砂）

58.1～87.1％

平均：71.8％ （標準偏差：9.2％、N=16)

３.実証事業の概要 ～除去土壌の分級処理システム実証試験～
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〇分級性能
分級処理により、礫（2mm以上）、砂（2mm～0.075mm）、シルト・粘土

（0.075mm未満）に分級できているかを調べるために、原土の室内粒度分布試
験で求めた礫、砂、シルト・粘土と実際に通常分級試験で得られた礫、砂、脱水ケー
キの重量比を比較した。

３.実証事業の概要 ～除去土壌の分級処理システム実証試験～
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実証事業3：福島県飯舘村における環境再⽣事業

・飯舘村内仮置場等に保管されている除去⼟壌を再⽣資材化し、
造成を行うと共に、資源作物等の試験栽培を実施した。

３.実証事業の概要 ～除去土壌再生利用技術等実証事業(飯舘村)～
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●発注者：環境省 福島地方環境事務所
●場 所：飯舘村長泥地内
●期 間：平成30年9月～令和2年9月(点検・監視等業務含む)

３.実証事業の概要 ～除去土壌再生利用技術等実証事業(飯舘村)～



27Technology Research Association for Volume Reduction and Recycling of Waste and Removed Soil

⼟質改良機

振動スクリーン

放射能濃度連続分別機
トラックゲート検出器

３.実証事業の概要 ～除去土壌再生利用技術等実証事業(飯舘村)～
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東側盛土平面・断面

３.実証事業の概要 ～除去土壌再生利用技術等実証事業(飯舘村)～
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実証事業4：除去⼟壌を分級処理した砂をコンクリート細骨材に
利⽤するための実証事業

・分級処理砂の利⽤先の選択肢を広げるために、コンクリート再

骨材として利⽤するための、骨材としての品質確認およびコンク
リートに利⽤した際の耐久性の確認および被ばく影響を確認し
た。

３.実証事業の概要 ～除去土壌等の減容等技術実証事業～
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●発注者：中間貯蔵・環境安全事業株式会社（JESCO）
●場 所：大熊町 中間貯蔵施設内 技術実証フィールド
●期 間：令和4年9月～令和6年3月
●内 容：除去土壌等を分級処理した砂をコンクリート用細骨材

に利用するための技術実証

３.実証事業の概要 ～除去土壌等の減容等技術実証事業～

試験設備全景
高度分級処理(室内)
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３.実証事業の概要 ～除去土壌等の減容等技術実証事業～

試験項目 実証通常砂 受分通常砂 受分高度砂

骨材のふるい分け試験 要調整 要調整 要調整

絶乾密度 6/6 ３/３ ３/３

吸水率 6/6 3/3 ３/３

粘土塊量 5/6 5/5 ※ 2/3 ３/３

塩化物量 0/6 3/3 3/3

有機不純物 0/6 0/3 0/3

安定性試験 6/6 ー ー

微粒分量 6/6 ３/３ ３/３

アルカリ骨材反応(化学法) 6/6 ー ー

※１検体のデータエラーを含むため基準適合データ数が5検体となった

2/6

6/6

6/6

6/6

実証高度砂

要調整

６/６

6/6

0/6

（１）細骨材品質試験

・骨材ふるい分け試験：次ページ参照
・粘土塊量：高度分級により基準適合化可能
・塩化物量：循環のみではなく水の追加供給により対応可
・有機不純物：モルタル圧縮強度比90%以上であるため、細骨材として利用可



32Technology Research Association for Volume Reduction and Recycling of Waste and Removed Soil

骨材のふるい分け試験：粒度調整の必要性の検討

• 既往実証事業で除去土壌を高度分級処理した実証高度砂の粒度試験結果を示す。

• 粒径が細かく、粒度調整が必要であった。

• 山砂(静岡県掛川市産)の混合により、粒度を適正範囲に調整できた。
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３.実証事業の概要 ～除去土壌等の減容等技術実証事業～

配合・強度試験

圧縮強度試験装置

耐久性試験：中性化促進

中性化試験装置 フェノールフタレイン法

耐久性試験：凍結融解

凍結融解試験状況 相対動弾性測定状況

追加被ばく影響確認試験

0.４×0.４×0.15m程度のタイルコンクリートを配置
して、土間中心部・高さ30cmの空間線量率を測定

（２）強度試験、耐久性試験：凍結融解・中性化促進、追加被ばく影響確認試験
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３.実証事業の概要 ～除去土壌等の減容等技術実証事業～

凍結融解試験結果 長さ変化試験結果

中性化促進試験結果 追加被ばく線量測定結果
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４.「大熊町・花舞台」への支援

●花植え作業等を通して福島工業高等専門学校
が地域住民との信頼関係を構築

●令和３・４年度の2年間 VOREWSが費用支援

災害公営住宅エリアでの花植え作業やすらぎ霊園エリアでの花植え作業
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ご清聴ありがとうございました
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